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~はじめ
に

ロ

旬
三
千
六
百
六
十
一
冊
Ｌ
，
。

こ
肌
は
、
今
年
（
昭
和
五
十
三
年
）

の
一
月
の
あ
る
土
理
日
、
一
日
だ
け
の

墨
田
区
立
図
壼
籠
三
館
で
借
り
ら
帆
に

資
料
の
枚
で
す
．

饅
畠
区
に
閲
譽
胴
訓
三
館
と
な
っ
て

十
五
年
、
こ
の
間
、
答
戯
但
息
朋
内
で
利

用
す
る
と
い
う
へ
Ｅ
か
ら
、
館
外
へ
倍

り
て
利
用
す
る
と
い
う
よ
う
に
変
わ
仇

十
五
年
前
に
く
ら
べ
て
。
借
り
て
い
く

人
も
五
倍
と
な
り
、
貸
出
冊
数
も
十
倍

に
ふ
え
ま
し
た
。

ご
《
う
し
た
な
齢
て
図
垂
驫
唾
学

生
や
一
部
の
季
好
き
の
人
の
に
め
の
も

の
と
い
う
こ
こ
か
ら
、
こ
ど
も
か
ら
お

上
し
ょ
以
爽
て
の
巾
圭
娼
い
も
の
上
較
っ

ア
き
て
お
り
、
全
区
民
の
も
の
へ
上
史

わ
り
つ
つ
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
区
民
の
み
な
さ
ん
の
手
に
よ

る
文
庫
活
動
も
活
発
化
し
て
き
ま
し
た
。

’’

Ｌ

Ｊ

腿

を
Ａ
八

卦
ｐ
恥

Ｉ
ｎ
》

に
贋
仏

な
ぐ
。

ん
ｖ
恥

み
“
Ｂ
こ
の
よ
う
な
伸
び
や
変
わ
り
か
た
ぱ

当
区
だ
戊
了
な
く
、
東
京
を
は
じ
め
全

国
各
地
に
共
通
し
て
い
ま
す
．

し
か
し
．
東
京
の
糸
鳶
で
地
区
や
欧
衆

各
国
に
比
べ
収
ぱ
、
ま
だ
ま
だ
た
ち
お

く
爪
て
い
ま
す
。
階
畠
君
の
皆
さ
ん
へ

の
サ
ー
ビ
ス
も
端
緒
に
つ
い
に
ぱ
が
り

、
て
す
。
こ
の
小
冊
子
唾
図
室
晶
の
過
去
を

ふ
り
か
え
り
↓
現
庇
か
？
水
米
へ
の
図

書
館
鳶
慢
閲
す
る
手
が
か
り
と
し
て
、

区
民
の
み
な
さ
ん
の
た
め
の
閲
臺
具
館
を

め
ざ
す
願
卿
を
こ
め
て
作
成
し
ま
し
た
。

ご
批
判
ゞ
“
（
）
意
見
を
お
き
が
せ
く
憎

さ
肌
ぱ
幸
い
で
す
．

●|_QQ

)’I

一
都
会
の
オ
ア
。
ン
入

一
枚
年
前
、
青
山
か
ら
堕
語
の
団
堆
に

転
居
し
て
采
に
当
初
は
、
山
の
手
上
下

町
の
格
謹
の
教
し
さ
に
矢
饅
し
呆
然
と

し
に
。
然
し
極
く
近
所
に
此
処
勺
あ
ず

ま
阿
譽
館
巴
の
晦
庇
を
知
り
乾
天
に
悪

〉
申
を
得
た
鰊
訟
を
抱
美
圦
後
今
日
迄
通

汀
続
け
方
巻
の
言
に
親
し
ん
で
い
る
．

一
キ
ヘ
肌
に
し
て
も
学
生
鍔
紅
代
、
具
聖
籾
に

図
書
館
と
出
会
っ
た
往
蒔
に
較
べ
何
上

言
う
便
利
さ
の
進
化
で
あ
ろ
う
。

当
曙
数
の
上
ｒ
逆
東
京
に
五
指
に

も
箱
た
す
、
書
屋
は
立
入
禁
止
・
堆
力

ｌ
ド
か
ら
本
の
内
容
も
判
皇
２
著
名
だ

吠
て
手
探
り
の
禄
に
選
び
出
し
て
書
き

記
し
受
付
に
渡
し
一
時
噛
惣
典
待
産
さ
帆

た
挙
句
・
隈
糖
鹿
七
冊
の
内
二
、
二
一
冊
状

渡
さ
収
る
の
が
殆
ん
ど
見
当
違
い
の
内

家
で
全
く
役
立
に
域
か
つ
た
例
も
再
三

で
あ
っ
に
．
勿
論
館
外
貸
出
し
も
な
い
。

夫
脈
状
時
代
の
災
邉
と
堅
一
見
硯
だ

~ｌｌｌｌ~
(1）
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今 健蝿仰， 階 絶

蝋
場
の
爺
の
詰
搭
語
切
更
お
）

縞
開
駕
畿
栗
ど
宴
又
あ
）

綿
小
人
琴
凶
爬
阿
塁
髻
蕊
澤
奉
企
蜘
種
壽
輝
琴
罪
。
輻
畢
漏
搾
塵
塚
章
歪
爾
畢
準
嗣
銅
罎
へ
雲
『
）

出
爪
口
産
臺
凹
寸
用
ス
ロ
Ｌ
プ
停
顧
修
（
お
）

鎧
挫
鶚
僧
僻
吉
髪
岩
詞
駕
谷
月
）
・
舎
密
宙
牢
壷
胴
催
金
穫
・
緑
）

崖
金
カ
ウ
ン
タ
山
ご
し
Ｏ
ご
色
空
言
』
辰
ニ
オ
ン
樮
董
配
置
（
緑
）

相
漕
態
鶴
塁
雇
刀
セ
ツ
ヒ
プ
ム
鯉
震
出

図
臺
童
端
駕
営
薑
①
Ｑ
遍
蔭
靭
罰
）

レ
コ
ル
ド
の
篭
飲
鶯
幽
絹
論

ユ
ピ
ル
ワ
人
ヒ
ス
開
猪
口
教
の
円
）

規
副
双
正
・
篇
倣
冊
菰
天
５
冊
３
燗
闇
Ｕ

墨
田
竪
削
室
塁
鼠
苔
圓
書
庫
雪
粉
侭
唇
潟
蝉
武

帆
篭
栗
鼠
腹
舞
鶴
剛
プ
ー
ル
ゲ
瓢
↑
何
（
お
）

崖
金
力
ヴ
ン
タ
ル
制
と
し
館
内
利
用
を
自
由
化
（
壷

墨
田
Ⅸ
五
図
書
語
相
互
童
償
漁
程

鍵
塁
蝋
劣
託
得
吏
ヱ
マ
ム
）

ご

熟
焦
溌
置
森
）
・
お
琶
農
濁
履
翌
②

帝
舎
傘
誹
可
壼
墾
据
諏
の
削
重
霊
雲
鱈
泌
錘
鋳
驍
眼
Ｌ

鐸
姥
學
雌
碩
薪
判
鐸
藥
襲
似
昏
軍
営
頗
琿
画
揖
峰
諏
司
兎
尿
の
公
共
画
髻
籍
し
含
箏
言

ご
斎
常
髪
刃
僧
聖
書
亘
生
ｑ
臺
登
弓
ン
式
）
与
る
．
二
曽
患
雷

Ｉ

へ

図
書
稲
利
用
の
ぎ
引
小
麓
技
蹴
布
（
あ
）

矛
狗
員
煩
開
砺
。
…

。
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一

琉
姿
曾
用
腱
膣
旋
偽
聖
壱
・
緑
竜
藪
挫
勘
豐
潭
行
。

当
遥
皇
鬘
遥
座
乗
（
５
弓
・
塚
集
揃
迄
調
べ
る
合
つ
彼
台
呼
捲
澤
峨
公
。
将
ま
で
）

毒
堂
箇
皇
罵
里
掛
稚
山
Ｒ
岨
哩
設
舘
〈
（
６
弓

碑
釧
皐
哩
正
曇
暴
髄
語
鶚
墾
人
久
胡
沁
円
需
刷
繧
李
該
入
〈
の
ハ
邦
娼
謬
雫
術
麗
上
）

口
学
牟
画
睾
雲
鍾
鋳
吻
合
可
津
川
坐
郡
市
仁
奉
壁
埋
つ
公
表
周
壼
雲
露
の
厘
害
岸
」

塞
示
都
会
図
書
館
葦
里
醤
曇
棗
都
登
図
鬘
訴
霧
娑
鍔
篤
Ｌ

墨
画
区
立
翻
薑
露
軍
畜
遡
蔽
か
善
賢
一
晶
鍔
熟
鍵
な

胴
ず
き
図
書
篭
開
舘
（
９
月
）
。

レ
コ
人
ト
の
諾
肉
利
用
開
詣
（
緑
）
。
図
書
鶴
友
の
会
劃
乳
公
』
謡
足
（
〃
東
ぞ
緑
）

厨
親
薪
薑
合
種
座
哉
倉
朋
催
弓
）

（

…

）

：
図
書
露
裳
蕊
布
（
殉
・
￥
．
‐
４

Ⅲ
箇
墓
厚
閥
始
（
初
妙
鈩
梗
ど
提
携
）
。
霞
期
東
同
開
舘
熨
施
今
，
８
月
）

垂
銅
区
立
鰯
室
昆
璽
稚
創
刊

唇
燃
里
意
龍
圃
秘
（
息
弓
）

垂
計
画
つ
秘
錘
宮
）
。
汀
蕾
垂
竺
〕
ツ

。
レ
コ
‐
ハ
ト
コ
ン
ワ
ー
ト
歯
惣
狸
緑
）

（
臺
○

殻

(3）



昭和牝年度 昭和42年度

利
用
の
ひ
ろ
が
妙

700m

寺
息

蕊
／亨

700m 700,m

昭和副年度

二
の
岡
庖
墨
田
区
立
図
書
館
貸
出
登
傾
ぱ
ず
豊
曽
を
進
め
て
き
だ
鯖
実
り
現
一
一

録
者
全
般
の
最
近
十
年
の
動
き
き
示
し
わ
猟
ご
し
よ
う
。

だ

ち

の

ご

範

一

艘

的

に

図

書

絹

の

利

用

し

や

す

い

昭
和
四
士
享
度
で
ロ
同
壹
晶
周
距
離
ほ
こ
百
米
以
内
と
い
灼
猟
計
寸
が
一

、
辺
五
戸
畢
幾
園
乙
５
～
伯
％
の
普
雲
錘
率
て
こ
の
図
で
も
と
一
日
粥
跨
璋
趣
え
る
涜
渥
リ
ー

レ
屋
が
昭
和
五
十
一
年
度
に
目
る
乙
が
ら
登
録
着
の
空
白
地
が
目
に
二
言

釦
％
以
上
の
登
録
地
域
ぶ
て
て
き
計
子
や
す
。
こ
の
空
日
部
分
這
埋
め
ご
一
洞

一
沢
口
地
域
の
人
々
が
よ
り
汐
く
の
情
か
つ
琶
勿
く
の
人
鳫
劉
聖
洲
な
図

報
琶
乖
肋
る
よ
っ
に
包
っ
て
ざ
~
唇
Ｚ
書
罷
し
き
建
乙
亡
篁
雇
い
と
思
い

や
~
と
洲
匡
（
じ
る
図
書
青
の
増
額
ゴ
了
。
嚇
州
州
銅
睡
、
一

を
し
て
画
箏
琶
鯛
都
鐸
帽
緬
萌
Ｆ
唇
需
亜
し
き

４

，

（

一

心
70oIY!

3

700M

断
断
閉

１

２

３

第

第

第

５

５

加

口
三
職

DOM

第4区分鰯釦-錦9％

¥5IZ分圃40%以上
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出
入
り
目
田
此
閲
雲
筧
朋
に
ば
沢
山
の
本
か
な
り
遠
く
か
、
わ

が
あ
り
~
身
近
旗
友
だ
ち
や
・
地
域
自
転
車
や
パ
ス
で
や
っ
て
参
参
式

年
含
離
巻
友
だ
ち
亀
登
乏
り
然
し
躯
這
り
杳
街
道
な
碁
線

し
ま
範
例
書
節
を
一
つ
の
牡
を
端
に
道
路
や
河
川
，
罰
響
き
受
け
や
す
り
｝

毛
し
て
い
る
一
三
毛
た
ち
は
・
た
渇
翠
孝
ど
も
の
動
線
加
は
っ
き
り
こ
豊
侭
率

惰
き
心
配
す
る
塚
旅
の
言
彙
も
ふ
り
ざ
の
分
断
か
め
よ
み
と
氷
ま
ず
。

､

／~、

ずま

蕊
蕊

Eコ5%未満
E三三5~9.9%
罷翻'0-'9胱
臓20-3"z
■40%以上
I｣'円ぱ半径500m

大円は半径|00077Z/

h二h二

日噺口51年震
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同
じ
登
録
率
で
運
航
し
た
拡
が
り
き
み
な
生
沽
勤
撫
の
相
互
交
流
が
あ
る
た
め

せ
ま
す
伽
~
こ
ど
も
の
図
の
よ
う
な
幹
だ
と
も
み
ら
収
ま
式
一
あ
頃
で
堅
）

銅
〃
道
路
に
よ
る
分
断
は
み
、
ワ
水
ま
せ
ん
ど
毛
の
強
狢
な
口
コ
ミ
な
ど
で
訴
母

・
三
水
は
大
人
の
古
が
狩
塁
割
範
囲
刎
畝
さ
ん
や
由
屏
寄
り
の
刹
閉
も
画
え
て
い

わ
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
~
塑
獄
飯
間
ま
す
が
壮
挙
や
瘻
看
わ
し
の
蔭
萌
層
し

店
街
縁
日
ス
ー
パ
ー
蕨
ご
日
常
的
ば
り
爪
て
い
ゑ
級
の
人
々
に
と
っ
て

乞地
は

~
ま
嬉
垂
田
区
北
部

わ

ご
も
の
図
舌
も

は
~
歩
い

て
十
分
位

図
塞
鼠
罷
扱

親
し
ん
で
も
匂
え
る
の
て
は

、

砧

な

い

て

し

よ

、

っ

か

？

三

□5%未満
匡三ﾖら~”％
麗調lo-19,9%
〃2脚"％
■■40%以上

小円は半径別o加

大円は半径lｸoOW"

昭和51年度

（6）



諏
俵
厳
窄
誰
糾
切
助
″
馴
馴
川
洲
Ⅲ
帥
’

ま
し
に
。
圓
庭
に
並
べ
た
机
の
上
り
本
う
な
ひ
上
上
さ
で
し
ｋ
・

箱
（
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
）
が
ら
拝
し
あ
う
当
日
の
貸
出
箔
牧
・
一
午
↑
六
人

よ
一
つ
に
し
７
本
費
承
寿
ｈ
又
瞳
を
が
状
当
日
の
骨
畠
冊
牧
壱
五
十
九
冊

や
か
せ
て
、
艇
選
な
本
尅
ぬ
き
出
し
王
が
っ
て
り
し
鳥
凶
庭
で
残
り
小
な

す
。
一
千
組
あ
っ
旋
錨
妙
昏
后
ぱ
、
ま
た
い
本
匠
か
ｋ
ず
げ
城
が
わ
”
良
か
つ
技

た
く
ま
に
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ナ
ー
シ
心
か
勺
馬
い
ま
し
に
。

係
の
お
母
さ
ん
方
、
貸
出
し
の
作
業
（
父
母
の
令
壹
Ｉ
ス
よ
り
）

’

〆

～

～

的

”

、

ヘ
ベ

『

へ

。
一一一
、

。

一

口

〆

．

、

回

8
１
１ ＠

．
，
，
‐
１
，

も▲
緑

▲図書館

回緑図書館利用文庫
回寺島 〃
口あずま ，

、緑図書館利用団体

g熱；

一

一

、

＠／
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~'一

1銅雪に貸した本と
胃つだ本

図
書
館
ご
ロ
~
昭
和
五
十
一
年
度
に

五
二
九
三
上
冊
の
率
や
レ
コ
ー
ド
が

区
民
に
借
り
つ
猟
ま
し
だ
。
本
を
自
由

に
春
に
取
洲
ｂ
様
に
し
だ
リ
入
館
票

還
廃
止
し
た
り
~
利
用
の
舌
続
乞
簡
単

に
し
て
景
軽
に
本
が
借
り
ら
狐
る
様
に

変
え
て
采
ざ
し
だ
。
貸
出
し
の
方
法
も

読
書
の
秋
密
が
守
狐
白
綴
に
し
こ
い
ご

す
。
年
閨
購
入
術
数
も
増
え
、
い
つ
も

新
鮮
ご
魅
力
に
富
ん
だ
本
乞
堤
棋
出
来

白
樮
に
努
力
し
こ
い
き
ず
。
し
か
し

貸
出
し
白
増
え
~
形
く
の
出
版
棚
を
扱

っ
て
い
く
上
だ
耀
械
化
り
禰
訂
も
拠
専

に
葱
っ
て
采
こ
い
芽
誹
り
。

伸
び
る
貸
出
し

凱
蕊
蒼
袰

■
■
舅
昌
宏

一
至
れ
・
六
八
六
冊
ど

一

蕊
越
難
嘩
津
黛
蕊

二
五
八
（
四
三
而
、

b､，D1
qも ■■

｡.････ユ
ーーP
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@fPFh

踵”
■ ■

･◆、
ロタ■も
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－

１

細

舶

舶

岨

浬

僻

表

爾

隷

鑑

溌

慧

溌

溌

騨

蕊

言

ｇ

た

れ

一

蒻

伽

↑

、

三
ハ
ち
つ
冊
１
Ｍ
》

一

年

襄

琴

謹

黙

慧

嚥

蕊

辿

刈

！

｜

ハ

ハ

ニ

ー

ン

贈

山

風

鋒

川

一
一
一
一

一
画
鱸
蠅
鵬
嚇
囎
撒
＃
＃
）
一
舩
蠅
雌
囎
繍
鮖
鮒
鱸
辨
洲

例
書
鰡
ご
ば
読
み
危
い
本
が
す
ぐ
読
す
る
事
が
從
雲
こ
ず
。

め

ゑ

様

に

~

昭

和

四

十

三

年

か

ら

手

釣

１

％

ｚ

％

ｚ

％

ｌ

瀧

〃

苅

糾

砺

叩

ｊ

（
リ
ク
エ
ス
ト
）
厄
応
え
て
じ
弄
動
リ
。
２
一

旗

を
猟
載
言
巳
希
望
南
雲
制
度
が
あ
り
ヨ
く

る
だ
め
に
~
返
却
さ
洲
危
本
圃
次
の
希
荊

望
奉
有
厘
耒
畿
凶
威
の
本
庁
罎
鯛
入
し
尼
リ
~
／
Ｌ

諜
諏
謂
澱
淵
擢
鮮
謂
一
一
”

ら
借
り
て
提
供
し
こ
い
き
す
。
表
２
の
‐

様
に
ほ
と
ん
ど
蓉
望
に
た
え
こ
い
ぎ
す
蛤

が
、
虻
γ
渥
供
し
だ
り
．
利
用
者
に
通
昭

レ
一
一
砦

蕊
4■巳■
■■■

宝；
卜■■■

｡bけ､可

ロヘヴ
■､■4DD

Fも■■ 一
hB4守
り■で■ つ■■ ■

蛭： 、、
■■◆ﾛG 一
》歩,.: ノ、■≠

いぎr
叶 ■

つ
蝋

ノ、鷺で％
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研
一

i －z
-坐 －1
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馴年
）

コ
ー
ド
・
テ
ー
プ
の
利
用
ロ
、
長

い
間
衝
箏
で
簡
円
利
用
だ
城
こ
し
尼
状

昭
和
五
十
年
か
ら
中
与
寵
圦
上
に
管
出

し
琶
楢
の
き
し
尼
。
五
十
一
年
度
Ｑ
賞

出
し
ロ
、
九
、
一
四
四
魚
で
す
。
年
間
購

入
数
且
三
つ
○
点
と
少
ご
く
レ
コ

ー
ド
馨
圃
消
耗
が
激
し
い
だ
め
題
徹
敬

叔
増
え
ず
、
区
民
の
票
覗
に
十
分
尺
え

る
と
い
、
つ
じ
は
不
十
止
分
舞
芽
兄

侭
寺
今
切
管
出
と
一

〔二予約ざ,例這調副どん旬､方法ご〕

①返却を待って 51 ．7％

②新規購入 178％
⑧すごに散中 24．4％
④ィ也鏥か‘ぅ借りて 58％

⑤不能 ○.3％

灘

謹

鋳

議

案
向
畠
望
ハ
丁
目
山
癖
置
世
州一一
一

鵬

藝

熊

誌

‐

荏
年
僅
琴
屡
湾
轌
蝿
幌
オ
ー
デ
ィ
ニ

オ
極
ど
の
趣
味
も
の
忽
勿
用
し
っ
州

も

一

蝿
晩
転
鮮
耗
匪
獅
瀧
歌

舞
咋
ろ
い
ろ
籾
諺
笙
つ
め
↓
）
納
画
、
自
雌

壹
然
に
洞
察
刃
。
つ
く
し
．
人
の
凋
雪

伽
談
相
手
に
も
唇
洲
る
。
一
‐
知
る
Ｌ
伽

伽
喜
び
そ
の
己
の
口
も
ち
ろ
ん
何
揃
咋

一

一

一

。

○

ｃ

ｃ

畔

銀

率

凝

伊

咽

煽

剛

艫

》
圭
堕
堂
轌
緬
帥
、
即
宣
喜
一
童
冒
享
Ｐ
淳
咄
Ⅲ
Ⅲ
川
寿
》
蘆
匿
〆
夢
浄
Ｐ
Ｍ
ｎ
Ｍ
咄
毎
戸
戸
二
妄
言
戸
澤
Ｍ
Ⅲ
Ⅱ
”
シ
ニ
ジ
ヲ
毒
一
謬
鈩
寄
噸
Ⅲ
閃
勤
診
圭
》
一
‐

』 一一一

4り年瘻

5203

50琿漫

5216

51年度

6434
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贋

・

・
マ
リ
毛
の
け
る
と
ご
わ

・
乱
涌
上
つ
い
て
の
本

・
パ
ト
’
一
ガ
ー
ル
の
葹
更
区
つ
い
て

。
’
一
三
坂
さ
の
し
か
だ
に
つ
い
て

・
徳
川
諸
疾
の
諄
玲
露
乙
調
べ
だ
い

・
マ
｜
ノ
ビ
ル
国
鱈
舳
陵
乙
天
庖
あ
る
か

。
輻
舅
得
塑
奉
誓
證
件
迄
つ
い
こ

・
イ
タ
イ

イ
タ
イ
病
上
つ
い
て

・
王
の
丼
の
弛
名
の
南
菜
に
つ
い
て

。
鬘
田
の
と
不
思
誌
上
つ
い
て
迂

〆
雲
鱈
葦
の
篝
の
ご
差
③
浄

・
綣
誌
「
翼
レ
ロ
と
ど
の
図
書
罷
匡

・
電
々
公
社
等
政
府
出
資
の
企
業
体
の

。
灼
鑑
ロ
あ
る
か

。
信
震
柳
、
躯
救
い
に
つ
い
て
の
南
口

・
定
川
長
造
の
著
作
物
き
知
り
だ
い

・
お
ね
し
ょ
の
な
お
し
方
上
つ
い
て

。
尿
Ｚ
土
地
の
ロ
ー
｜
／
の
使
い
方

。
公
碧
關
庵
燐
囎
篇
満
、
リ
ス
ト
猛

調
慧
の
雲
手
湊
鱒

き
す
．
管
出
し
が
ふ
え
る
と
同
時
に
~

相
散
件
瀕
ち
殉
く
る
っ
て
い
計
歌
が

き
だ
殉
毛
の
人
に
ば
余
り
知
り
洲
こ
い

Ｄ
い
ざ
言
到
亡
イ
や

相
談
の
同
唇
圃
初
歩
的
衝
己
の
か
ら

舅
門
閥
む
ち
の
乱
て
い
ち
い
ち
あ
る
の

で
・
職
冒
は
汗
だ
く
乙
覺
間
に
と
り
４

み
き
ず
。
自
分
だ
、
亡
解
采
の
つ
か
る

い
筒
は
他
の
瑠
冒
に
協
力
し
こ
ち
ら
っ

Ｅ
り
~
他
銅
へ
闇
台
ピ
乞
し
だ
り
し
乙

質
間
に
応
じ
こ
い
ヨ
イ
．
ど
の
よ
う
に

職
員
感
質
間
相
談
に
ぶ
つ
か
る
度
匡
自

分
の
力
不
足
を
痛
感
し
ご
丁
。
巷
↓
で

「
と
の
本
は
あ
り
３
せ
ん
」
、
「
よ
４

分
り
き
せ
ん
』
ど
丁
き
せ
て
し
づ
２
－

同
害
館
で
は
~
刑
田
老
か
ら
質
闇
や

相
談
を
受
け
危
瞬
~
と
の
人
心
束
め
て

り
資
料
だ
ぜ
○
い
つ
ひ
閑
度
か
。
探

、

しし
だ
丁
位
勇
を
椙
影
塞
仕
と
い
つ
こ
い

渦
尼
る
。
こ
う
し
て
図
書
鋸
利
用
の
衝

か
み
乞
充
雷
ぎ
せ
て
行
き
だ
い
も
の
で

す
。

糟

檎

轟

ザ

ー

ピ

ス

と
の
百
じ
ょ
う
に
．
全
郁
の
質
の
レ
ベ

ル
き
あ
け
て
相
談
奉
仕
に
充
壷
侭
え
ら
墨
田
区
の
図
書
鰐
遡
榎
写
サ
ー
ビ
ス

抓
む
よ
う
に
職
場
研
修
を
し
だ
リ
．
相
乞
始
め
だ
の
白
昭
和
四
十
れ
年
△
月

談
を
受
け
と
め
て
行
４
職
場
の
依
制
を
が
。
ご
す
．
剰
用
者
に
は
か
ぎ
り
塘
評

つ
く
ろ
う
と
努
力
し
て
心
ご
丁
。
の
よ
説
ご
将
年
利
用
件
数
も
ふ
え
こ
い

ど
ん
白
質
間
に
も
応
え
よ
う
と
丁
○
計
了
。
一
寸
し
だ
調
べ
も
の
の
危
め
匡

図
書
鰐
心
箸
雪
老
~
利
用
者
と
の
信
重
い
本
を
借
り
む
く
て
も
す
み
、
開
運

頼
関
係
琶
生
み
だ
し
て
行
く
も
の
に
画
の
あ
る
沢
山
Ｑ
情
報
ざ
短
い
時
間
ご
き

る

亡

し

よ

、

っ

。

匡

入

肌

雪

Ｚ

が

三

弓

す

．

現

行

の

利
用
者
の
筒
問
に
鍛
え
ら
汎
鍛
え
装
泥
権
沃
Ｑ
現
制
す
ｐ
艶
圏
内
の
ザ
Ｉ

ら
狐
危
職
冒
が
巾
広
い
知
識
と
技
術
と
ビ
ス
ご
丁
が
サ
ー
ク
ル
蒲
動
に
も
刺

乞
充
分
に
崔
か
し
乙
疑
間
の
解
茨
匡
用
し
危
い
と
の
声
も
ぜ
て
塁
斗
叱
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~

一
州
エ
作
会
Ｉ
毎
月
一
回

州
。
寺
島
図
書
館

、

皿
お
ば
な
し
と
か
み
」
は
い
Ｉ
毎
週
水
曜

ザ
為
雪
，
ま
図
雲
星
鴎

州
司
時
の
お
ば
な
し
Ｉ
毎
日

い

|；
図
書
館
ぱ
寶
料
の
提
供
と
共
に
「
集

会
室
（
グ
ル
ー
プ
室
）
」
を
設
け
”
話

し
合
い
の
場
合
も
提
供
し
て
い
ま
す
．

現
在
、
最
も
駒
様
に
ゲ
ル
‐
Ｌ
フ
室
を

利
用
し
て
い
る
の
は
子
ど
も
た
ち
で
式

宿
題
や
協
同
研
廃
、
ク
ラ
ス
会
で
や
る

人
彩
劇
の
練
習
や
紙
芝
居
づ
く
り
、
野

球
の
試
合
の
た
め
の
作
戦
会
議
、
ハ
イ

宍
ン
ゲ
の
計
画
な
ど
、
本
を
た
く
さ
ん

抱
九
込
み
、
話
し
合
い
や
相
談
の
場
と

し
て
グ
ル
ー
。
フ
室
を
大
い
に
活
用
し
て

い
ま
す
。

＃

錨
》
雌
迩

ロ

へ一 〆

図
圭
晶
貼
寓
ぢ
ぞ

阿
符
罵
冊
“
の
非
ず
劇
ｅ
皿
八
杢
剛
Ⅲ
Ⅶ
削
剛
－
０
１
文
化
の
拠
点
と
し
て
Ｉ

図
書
椀
は
弛
域
の
又
化
若
勃
の
拠
点
リ
．
図
萱
邸
貝
と
一
緒
に
人
輔
劇
左
や

と
し
て
の
役
割
も
持
っ
て
い
ま
す
．
子
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
見
せ
た
り
、
文
庫

ど
も
た
ち
が
本
や
、
図
書
館
に
親
し
む
港
勅
を
し
て
い
る
母
親
や
淑
師
と
図
書

機
に
お
ば
な
し
、
人
珊
創
工
作
会
な
館
員
と
の
話
し
合
い
で
出
さ
紅
た
奪
望

ど
丘
開
い
た
り
、
現
在
浩
躍
中
の
詩
人
に
基
づ
い
て
文
化
議
蒲
会
を
開
い
に
リ

を
畔
ん
ご
講
痛
公
屋
開
い
た
り
し
て
い
と
い
う
様
鳫
蛇
域
の
人
た
ち
の
等
望

ま

す

．

に

よ

っ

鷺

催

し

を

開

い

た

り

．

地

域

の

以
前
ば
．
図
書
館
の
鍾
畢
と
い
う
と
人
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
催
し
も
の
を
実

図
書
館
側
が
企
画
・
実
施
す
る
と
い
う
施
す
る
、
）
と
が
増
乙
て
さ
ま
し
た
．

事
訳
釣
か
つ
た
の
で
す
溌
最
近
、
た
ま
た
緑
図
書
館
で
は
、
近
く
に
住
む

と
九
ぱ
あ
ず
ま
図
書
館
で
は
、
母
親
や
お
と
し
よ
り
を
囲
ん
で
昔
の
ぱ
な
し
を

怪
句
が
自
分
達
で
牛
袋
指
人
形
丘
つ
く
聞
く
集
い
を
も
っ
た
り
し
て
い
ま
す
．

寺
晨
図
書
館
の
集
会
室
を
剥
用
し
て

い
る
”
日
向
読
書
会
昏
は
も
う
旧
年
近

く
読
書
会
丘
続
け
、
本
と
人
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
ゃ
塁
豆
か
に
し
て
い
ま
式

ま
た
あ
ず
ま
図
書
館
で
は
．
子
ど
も
た

ち
と
図
毒
晶
員
が
い
っ
し
ょ
に
句
し
ん

綴
國
子
ど
も
と
お
ば
蚕
し
釧
修
齢
恥
孤
膨

子
守
唄
や
昔
話
が
日
常
の
生
活
の
な

か
か
ら
消
え
よ
う
と
し
て
い
る
一
方
で

テ
レ
ビ
な
ど
の
刺
葱
的
、
一
方
的
稜
機

械
の
作
り
出
す
音
の
洪
水
の
中
に
置
か

れ
て
い
る
現
代
の
子
ど
も
た
ち
に
肉
声

綴
鼎
〃
§
認
＄
綴
⑮
銀
喝
罰
喝
〃

ぶ
ん
プ
ー
し
‐
Ｊ

グ

』

を

つ

く

っ

て

い

ま

式

地
域
の
人
権
ら
の
写
望
や
地
域
の
人

た
ち
相
互
の
櫛
ぎ
か
け
に
よ
豆
集
会
や

催
し
の
湯
と
な
っ
て
は
じ
め
て
図
書

館
は
”
地
域
の
な
が
で
の
文
化
の
拠
崇

に
な
る
の
値
と
い
え
ま
す
。

最
近
、
公
害
、
日
照
権
廃
棄
物
沌

理
の
問
題
、
救
菅
の
問
題
な
ど
、
蛇
域

ぐ
る
み
で
若
み
、
取
り
組
ん
で
い
か
な

す
れ
噸
な
ら
な
い
間
題
哉
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
様
々
往
開
霊
室
お
え
て
い
く

う
え
で
父
奪
な
情
報
が
あ
り
、
話
し
合

う
場
が
あ
り
、
奪
望
に
応
じ
工
講
座
や

講
演
会
を
企
画
す
る
場
と
し
て
ゞ
図
書

館
の
股
割
ば
今
後
ま
す
ま
す
大
き
く
な

ぱ
社
し
り
待
つ
て
り
２
茶
し
さ
宍
鍾
解

し
て
も
ら
、
呈
孝
ば
、
計
ど
も
と
爪
の
縄

び
つ
さ
、
子
ど
も
幻
厭
朏
噂
農
一
ユ
か
厚
す

る
上
で
重
琴
で
す
。

~
喝
〃
喝
〆
鳴
”
喝
〃
９
〆
、
〃

溺
鰯
諦
翁
謝
螂

１

っ
て
く
る
で
し
よ
、
乳

(10）

型



自
由
に
本
品
山
会
畜
湯
に

ら

趣

味

の

本

ま

て

－

人

一

人

の

チ

ピ

ー
子
ど
迄
と
読
書
‐
も
参
様
革
求
提
え
ら
れ
る
様
に

ち
立
毛
の
子
ど
も
は
テ
レ
ビ
や
い
ろ
い
ろ
な
本
さ
揃
え
て
い
ま
す
。

マ
ン
ガ
ば
か
り
見
て
い
て
太
き
読
ま
趣
子
ど
も
に
ち
ば
年
ら
ゃ
学
校
の
瓜

く
な
つ
だ
と
い
２
戸
ｚ
よ
く
耳
に
し
ま
續
に
関
わ
り
な
く
あ
れ
莚
読
み
な
さ

す
が
・
図
害
舘
に
来
る
子
ど
も
た
ち
を
い
、
こ
れ
を
縦
み
な
さ
い
等
と
言
わ
れ

見
て
い
る
と
表
し
て
そ
ん
な
「
Ｅ
は
あ
す
に
誰
で
も
自
由
に
本
を
選
べ
る
楽

リ
ま
ぜ
ん
。
事
実
５
ペ
ー
ジ
の
登
録
分
し
い
場
に
な
っ
て
は
じ
め
て
木
に
親

布
図
を
見
る
と
．
図
書
絹
の
周
辺
の
３
し
わ
ご
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し

ど
も
た
ち
の
利
用
は
非
常
に
〃
く
、
通
よ
う
か
。

く
の
小
学
校
で
は
墨
杖
生
徒
の
卯
弗
ま
惟
、
ど
ん
な
本
を
読
ん
だ
一
勺
よ
い

近
く
が
図
箸
龍
か
ら
本
を
借
り
て
い
が
~
わ
か
ら
な
い
子
ど
も
に
は
、
図
署

ま
ず
。
一
易
「
之
か
ら
壱
身
近
か
に
栩
冒
示
本
を
読
ん
で
あ
げ
代
り
~
過
当

本
が
あ
れ
ば
チ
ピ
毛
区
よ
く
本
ざ
縦
な
本
を
紹
介
し
た
り
ち
族
っ
と
し
た

妾

Ｚ

が

わ

か

り

ま

す

。

お

寺

伝

い

を

し

て

あ

げ

う

と

~

だ

ん

た

図
著
館
で
も
十
辱
前
頃
巨
子
ど
も
の
ん
皀
勿
自
身
で
良
い
本
を
見
つ
け
る

利
用
管
一
分
つ
程
度
で
し
た
が
現
一
正
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ち
か
ご
ろ
の
子
ど
も
は
テ
レ
ビ
や

マ
ン
ガ
ば
か
り
見
て
い
て
太
き
読
ま
趣

く
な
つ
だ
と
い
つ
声
塗
よ
く
耳
に
し
ま

す
が
、
図
害
舘
に
来
る
子
ど
も
た
ち
を

見
て
い
る
と
表
し
て
そ
ん
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
事
実
５
ペ
ー
ジ
の
登
録
分

布
図
を
見
る
と
．
図
書
絹
の
周
辺
の
弓

ど
も
た
ち
の
利
用
は
非
常
に
〃
く
、
近

く
の
小
学
校
で
は
．
墨
杖
生
徒
の
卯
％

近
く
が
図
箸
龍
か
ら
本
を
借
り
て
い

ま
す
。
ご
雪
互
か
ら
も
．
身
近
か
に

本
が
あ
れ
ば
チ
ピ
毛
区
よ
く
本
ざ
縦

耆
Ｚ
が
わ
か
り
ま
す
。

図
著
館
で
も
十
拝
餉
頃
巨
子
ど
も
の

剰
用
は
三
分
つ
窪
撞
で
し
た
が
現

狂
で
は
侵
鐸
掃
教
の
聿
蜂
経
を
チ
ビ
も
が

占
め
て
い
ま
す
。
（
８
ペ
ー
ジ
参
領
）

図
書
館
で
耳
赤
ち
毒
ん
の
絵
奉
か

手
ど
石
室
で
は
、
大
き
な
子
か
小
さ

い
子
に
蕊
言
を
や
っ
て
あ
げ
た
り
、

得
嫉
を
や
っ
て
い
る
子
ど
も
だ
ち
に
老

人
が
牛
ほ
ど
き
し
淀
リ
と
い
つ
様
な
光

冒
臺
よ
く
見
う
け
ま
ず
図
曹
館
冨

弓
ど
も
と
本
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
同

圭
み
ど
り
と
大
人
上
が
結
〆
付
く
広

場
に
も
趣
う
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
最
近
ラ
ビ
も
た
ち
か
ら
よ

く
一
え
な
声
を
聞
き
ま
証
詞
塾
が
忙

し
く
な
る
か
ら
、
あ
ま
り
木
が
読
め
な

い
』
勺
み
ん
な
、
そ
ろ
ば
ん
ぞ
習
字
に

行
う
て
い
て
諺
示
戎
達
が
い
な
い
か
ら

図
寶
館
に
来
産
篝
自
由
な
時
閉
坤

大
き
い
子
と
小
さ
い
子
が
共
に
集
い
遊

び
や
生
治
の
麺
鳥
を
伝
え
て
い
く
と
い

『
２
Ｅ
が
庚
忽
わ
れ
様
と
し
て
い
ま
す

。
ど
の
様
な
な
か
で
様
友
な
子
ど
も
が

集
ま
る
広
場
と
し
て
の
図
零
館
の
役
割

は
、
ま
す
ま
す
重
手
に
な
っ
て
き
て
い

ま

｛

乳

Ｉ
人
亭
企
忽
誘
萱
’
１
地
域
の
協
力
竃
Ｉ

手
ど
石
室
で
は
、
大
き
な
子
か
小
さ

現

在

子

ど

も

勾

散

有

ヤ

読

書

に

関

す

い
子
に
蕊
言
を
や
っ
て
あ
げ
た
り
、
る
閏
誤
商
ま
り
．
墨
田
区
で
も
〃
く

脅
嫉
を
や
っ
て
い
る
子
ど
も
だ
ち
に
鬼
の
文
庫
が
生
ま
れ
て
い
ま
説
（
ワ
ペ

人
が
牛
ほ
ど
き
し
淀
リ
と
い
つ
様
な
光
‐
》
ン
参
雪
俗
搭
な
本
が
髄
ま
わ
っ
て

軍
臺
よ
く
見
う
け
ま
ず
図
曹
館
冨
い
る
現
状
に
対
し
て
牛
丸
に
良
い
本

ラ
ど
も
と
本
だ
け
で
な
く
・
子
ど
も
同
毒
置
き
子
ど
も
の
読
書
に
慨
立
て
、
集

杢
み
ど
り
と
大
人
上
が
結
〆
付
く
広
函
の
中
で
の
子
ど
も
の
或
長
を
願
う
、

端

に

も

趣

う

て

い

ま

す

。

食

庫

法

勤

が

生

次

て

い

る

の

で

式

と
こ
ろ
が
最
近
う
ど
も
た
ち
か
ら
よ
へ
丙
様
に
未
来
を
祖
ウ
チ
ど
も
の

く
こ
ん
な
声
を
聞
き
ま
証
詞
塾
が
牝
よ
り
豊
か
な
読
書
や
文
化
環
・
境
這
良

し
く
な
る
か
ら
、
あ
ま
り
木
が
読
め
な
く
し
て
い
く
に
ぱ
、
家
凝
・
学
救
・
呪

い
』
勺
み
ん
な
、
そ
ろ
ば
ん
ぞ
習
字
に
童
館
・
保
育
園
な
ど
上
図
耆
館
が
協
力

行
う
て
い
て
諺
示
戎
達
が
い
な
い
か
ら
し
て
Ⅷ
く
へ
Ｚ
が
大
切
で
証
そ
し
て

凹
寶
館
に
来
産
篝
自
由
な
時
閉
坤
そ
曾
乏
が
堆
滅
を
底
み
よ
く
皇
蒜

大
き
い
子
と
小
さ
い
子
が
共
に
集
い
遊
に
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
の
循
と

か
や
生
治
の
麺
鳥
を
伝
え
て
い
く
と
い
島
い
ま
す
。
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ｌ
ｌ
Ｌ
に
い
に
‐
陰
の
霊
望
が
あ
り
↑
や
っ
と
テ

瞳
菅
君
サ
ー
ビ
ス

雲
譽
壼
奮
鬘
挙

か
ら
だ
農
堤
害
を
持
つ
一
狸
に
ら
に
も
ｌ
プ
化
し
て
応
え
た
と
い
う
こ
と
も

鐘
隆
唾
右
と
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
~
と
い
う
あ
り
ま
し
た
。

考
え
で
始
肪
聿
厘
障
害
肴
ワ
ー
ビ
ス
這

点

庫

妾

毫

郵

側

や

人

倣

、

小

な

い

よ

う

一
年
室
迎
え
ま
し
た
。
ま
ず
，
視
覚
障
で
す
が
、
点
犀
本
の
要
望
は
強
く
あ

害
若
差
訪
問
し
、
市
販
の
カ
ロ
ヅ
ト
テ
リ
馨
兆
し
が
し
~
図
書
館
に
は
、
点

Ｌ
ブ
の
貸
出
し
交
串
心
に
、
行
っ
て
き
厚
図
書
が
葱
く
厚
生
会
館
や
、
他
の

ま
し
に
。

上

鵠

寺

嗣

薑

畢

龍

の

目

鐸

蝉

奏

筐

牽

”

ゞ

そ

れ

を

況
別
鰯
一
佃
可Ⅷ

犬１用Ｊイ
不こ

の
沽
動
を
行
っ
て
い
く
中
で
、
次
郵
便
局
に
届
け
て
ほ
し
じ
Ｌ
、
と
頼
剖

の
よ
う
な
専
望
に
出
会
堕
掌
し
た
。
れ
る
事
も
あ
り
圭
兆

『
市
販
の
テ
ー
プ
は
作
品
の
タ
イ
ジ
こ
の
他
『
料
理
の
作
り
方
、
は
じ

エ
ス
ト
な
の
で
、
全
文
の
わ
か
る
伊
め
て
の
赤
ち
ゃ
ん
に
関
す
る
テ
岾
又
な

熱
物
語
ね
ず
み
小
僧
次
郎
舌
を
聞
き
聞
き
た
い
Ｌ
、
『
借
り
て
い
る
う
ち
に

閣
筈
た
い
Ｌ
、
「
借
り
て
い
る
う
ち
に

楽
し
み
に
ぎ
っ
た
』
、
「
孫
に
読
ん
で

あ
げ
ｂ
れ
葱
い
の
で
、
毎
回
お
話
の
壹
山
か
ら
、
司
鶯
教
（
た
し
算
、
ひ
き

テ
ー
イ
妾
借
り
る
し
、
等
の
毒
し
あ
り
算
）
次
籔
え
て
ほ
し
い
」
〆
活
馥
寿
あ

辻

琲

兆

リ

、

あ

ず

乱

論

窒

菅

館

で

職

員

が

~

応

ま
た
、
大
型
活
字
本
の
コ
ー
ナ
ー
や
え
て
じ
ぎ
可

拡
大
鏡
も
そ
ろ
え
、
さ
ら
に
昭
年
度
病
院
の
こ
ど
も
墓
庫
に
閲
雲
嘉
器

に
は
振
半
全
聖
嘉
も
備
え
つ
け
毫
丁
糧
脆
的
に
複
助
す
り
．
等
も
し
て
じ
ま

定
で
あ
り
、
弱
視
の
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
す
。

の
拡
大
も
す
す
め
て
い
ま
す
。
黒
一
田
区
囚
則
舂
龍
で
は
隠
啓
君
ワ

最
近
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
車
Ｉ
ビ
ス
の
一
歩
渋
跨
げ
出
し
に
所
で

イ
ス
糾
用
君
の
要
望
に
よ
り
、
入
口
の
陪
害
も
鈎
様
で
蝉
望
も
汐
様
蚕
の
叺

ス
ロ
児
フ
化
、
等
ぎ
す
す
め
て
お
り
、
輿
の
墾
舎
を
強
く
感
じ
て
じ
牙
す
。
⑫

南
才
ズ
で
到
得
閃
で
き
る
両
留
意
繩
へ
の
壽
肌
か
ら
橇
篝
強
挫
病
霊
室
重
鱒
鋒
“

と
り
く
み
と
、
￥
例
芳
に
５
へ
の
呼
び
ら
遥
地
域
の
人
鈩
觜
あ
協
力
も
得
て
一

か
け
も
港
え
て
い
き
す
。
前
面
朗
読
産
は
じ
め
と
し
て
ひ
と
つ

ま
た
、
則
牌
慌
児
マ
ヒ
に
な
か
り
ゞ
ひ
と
つ
の
亜
菫
に
具
剣
に
と
り
、
み
た

壷
イ
ス
盲
利
用
し
て
い
る
貼
才
の
Ｎ
子
ば
ら
右
え
て
じ
茸
了
。

4 一一



蔚
牌
劇
崇
淵
（
郊
王
蘆
叫
Ｕ
ヴ
ー
ビ
ス
ー
勿
易
答
区
囹
装
~
抽
蔀
~
今
し
に
ろ
篇
豊
富
葡
箒

岻
趾
瀦
闘
艫
尿
鋳
型
篭
憲
副
遡
淵
訓
濁
蝿
騨
脆
刷
編
粥
蕊
瀧
戦
瀦
篤
鈩
豊

蕊

勵

蕊

康

既

蕊

窒

蕊

舵
唾
匿
剛
應
棚
諦
塞
勢
至
諦
鵬
鐸
塞
姻
艫
蠅
斗
和
室
率
い
』
洲
蕾
諦
需
哨
の
の
繕
笄
隼
源
や
、
揃
筒
脚
恩
典
｝
↑
ま
計
が
、
二
Ⅷ
赴
蜀
ほ
、
陀
鱒
、
入
霞

師
君
肯
や
溌
直
家
同
粁
間
〒
塲
箸
馴
琶
，
畑
啄
山
幽
畜
箔
で
庇
そ
て
は
、
調
門
毛
析
闇
聖
歌
き
《
色
宣
ぶ
ご
↓
）
ろ
か
ご
一
緒
に
甘
言
作
っ
て
Ⅱ
些
苣
り
し
、

教
以
が
、
湯
前
好
提
痔
ジ
ず
か
ば
、
７
側
ら
胴
な
り
↓
）
ご
秋
蛍
い
き
の
で
、
き
ら
少
し
ず
う
集
め
て
加
工
し
て
産
え
る
二
ご
壱
む
け
の
郷
土
畜
淵
芒
つ
く
る
朏

叉
罰
シ
二
万
つ
言
う
Ｋ
く
一
、
『
う
ｊ
〆
｝
１
う
う
旨
一
斗
４
４
Ｘ
一
毒
一
矛
言
一
令
量
卜
ゞ
ｂ
静
Ｘ
乞
の
に
』
に
り
、
刃
と
ブ
庁
苛
に
足
で
雲
衿
膿
じ
ま
属
胴
診
ｈ
乢
迂
別

ざ
一
歩
い
て
み
Ｅ
ｕ
レ
ピ
か
、
可
墨

田
区
に
ほ
、
メ
リ
ヤ
ス
業
・
鉄
瓶
菜
．

詞
豐
員
妬
製
直
菜
自
得
脚
竿
爵
喜
耕

敦
以
が
、
浸
読
脾
喋
砕
ジ
す
か
区
７

区
内
に
詞
喜
』
易
不
犬
朱
に
つ
い
て

・
ハ
、
一
／
『
）
加
川
》
炉
守
ｍ
ｗ
ｗ
↓
）
）
〈
）
細
払
鋸
啄
ｎ
Ｗ
睾
一
）
（
山
》
－
，
）
、
）
一
／
）
、
／
』
・
ノ
》
１
Ｊ
四
一
１
，
〃
僅
プ
レ
０
う
ぐ
ナ
到
当
－
１
ｔ
一

よ
伽
へ
一
一
ノ
フ
く

氏
湾
ｚ
巻
け
て
い
昌
上
や
き
り
が
あ

り
ま
せ
ん
。
区
民
の
△
産
が
、
自
分
達

の
佳
宙
地
壕
に
つ
い
て
知
ろ
う
と
す
る
、

リ
胴
ぼ
獅
王
愛
と
〕
．
自
噴
瓶
師
茎

知
併
晨
吋
降
と
か
、
可
区
内
容
自
照
閤

題
で
争
っ
て
Ｕ
２
ジ
ル
ｈ
プ
が
飼
州
ば

知
〃
だ
い
、
ま
だ
ご
処
博
壼
勤
万
溺
芭

と
っ
で
口
る
動
踏
場
ぽ
い
軌
じ
、
可
区

内
に
大
山
講
中
と
か
、
富
壬
講
ど
か
、

色
々
あ
。
Ｅ
と
昼
累
今
、
湾
肝
藻
壱
の

が
財
昌
』
か
、
貝
徽
的
辰
荊
Ｕ
Ｅ
い
ば

ぱ
な
閃
￥
茸
せ
ん
。
彊
挫
防
反
涌
醗
蝋
錨
天
寺
警
呉
三
竿
人
刃
帖
胆
元
き
椚
芦
畢
票
淵
酬

…

、

篝

・

裳

・

星

~

芒
彰
へ
な
っ
て
い
き
ず
。

し
か
し
、
迂
汽
山
Ｑ
い
つ
言
二
菫
要
幸
公
山
一
尋
》
一
一
蹄
峠
』
誕
蝦
》
一
一
一
》
跨
哩
読
評
畢
毒
、

『
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図
書
龍
と
い
、
っ
言
葉
か
ら
浮
か
ぶ
イ

メ
ー
ジ
囚
~
各
人
そ
れ
ぞ
れ
様
々
で
し

よ
、
っ
。
彦
生
や
受
験
生
が
本
好
き
の
人

が
利
用
す
る
と
こ
ろ
と
考
え
る
人
や
．

魅
力
あ
る
本
が
沢
山
あ
っ
て
気
が
る
に

人
と
ふ
れ
あ
え
る
と
こ
ろ
等
色
々
で
し

よ
、
つ
。
図
書
第
口
す
べ
て
の
区
民
Ⅱ
こ
ど
も

か
ら
お
年
寄
リ
ヨ
で
が
読
み
庭
い
本
堂

分
か
ら
ご
い
手
を
調
べ
に
気
軽
に
立
寄

っ
て
み
た
い
と
思
う
よ
、
つ
苞
場
に
な
っ

て
き
つ
＆
あ
り
ま
す
。

そ
の
こ
と
区
当
区
の
「
住
民
意
識
調

査
報
告
書
」
｛
と
み
て
も
区
の
施
設
の
う

ち
で
一
番
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
み

て
も
わ
が
リ
ヨ
す
。
こ
れ
か
ら
も
．
文

化
的
な
潤
い
を
求
め
る
区
民
が
多
く
亙

っ
て
図
書
餌
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
が

旺
ん
に
亙
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

図
書
龍
ロ
一
人
で
も
気
軽
に
読
み
だ

い
本
を
借
り
ゞ
自
宅
や
ゞ
通
勤
、
通
彦

の
車
内
で
も
手
騒
に
利
用
で
き
る
大
窒

亙
利
点
が
あ
る
か
ら
で
す
。
こ
の
こ
と

且
貸
出
冊
数
の
伸
び
を
み
て
も
堆
測
で

き
ご
す
。

週
休
一
百
制
で
自
分
の
時
間
も
増
え
、

く
、
っ
）
Ｐ
土
挙
り
‐
う
て
そ
り
ラ
ー
マ
丘
罰

題
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
蔵
い
ご
と
が

、
多
く
な
っ
て
く
る
で
し
よ
、
っ
。

生
涯
教
育
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
い

る
今
日
、
図
書
露
の
蠕
要
囚
益
々
大
き

く
苞
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
だ
め
に
区
民
の
必
要
と
す
る
資

料
（
本
）
や
情
報
を
早
く
、
確
実
に
堤

供
し
庭
リ
、
色
々
国
間
題
を
解
茨
す
る

た
め
に
本
を
仲
だ
ち
し
て
職
員
が
援
助

す
る
仕
争
（
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
）
等
の
機

能
を
充
分
に
果
せ
る
体
制
づ
く
り
が
必

要

で

す

。

こ
の
こ
と
は
、
区
民
で
あ
る
障
害
者

も
忘
れ
る
ご
と
ぼ
で
き
き
せ
ん
。
こ
の

方
々
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
糸
ぐ
ち
に

つ
い
た
ば
か
り
で
す
。
地
道
に
失
敗
を

お
を
れ
ず
、
障
害
者
の
意
見
を
き
き
‐

地
域
の
人
？
の
協
力
を
仰
い
で
行
わ
れ

な
く
て
凰
苞
Ｕ
萱
せ
ん
。

図
書
館
は
一
人
で
利
用
さ
れ
る
ば
か

り
で
ぼ
く
．
相
互
葭
習
の
場
、
集
会
の

場
と
し
て
読
書
会
等
の
協
同
研
究
や
紙

芝
居
人
形
づ
く
り
や
、
ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ワ
リ
エ
ー
ミ
言
ン
の
相
談
や
計
画
づ

く
り
に
グ
ル
ー
プ
で
利
用
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
亙
っ
て
い
ゴ
す
。

こ
れ
か
ら
は
連
帯
し
て
人
間
が
人
間

ら
し
く
豊
か
に
く
ら
す
た
め
に
生
活
の

『
易
で
ら
る
也
威
で
或
可
げ
込
逗
で
あ
る

か
ゞ
き
だ
そ
の
だ
め
に
は
何
を
な
す
べ

き
か
等
人
々
が
話
し
あ
っ
て
い
く
湯
と

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ィ
テ
ィ
が
必
一
雲
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
人
々
が
巨
主
性

と
責
任
を
も
っ
て
話
し
あ
い
・
崖
習
を

す
る
た
め
の
楕
報
や
資
料
や
、
共
同
研

究
の
湯
を
提
供
し
た
り
、
資
料
を
使
っ

て
藍
習
を
援
助
す
る
撤
能
が
大
き
く
区

戻
に
期
待
さ
れ
る
で
し
よ
、
っ
。

と
く
に
自
治
の
主
役
で
あ
る
区
民
と

と
も
に
区
政
を
す
す
め
て
い
く
た
め
の

住
民
参
加
の
必
婆
性
が
い
わ
れ
て
お
リ

ゴ
す
が
、
そ
の
だ
め
に
口
区
民
に
区
政

に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
い
積
極
的
に
意

尾
を
き
く
だ
め
に
ロ
区
政
や
都
政
や
地

域
に
関
す
る
情
報
、
資
料
を
収
集
・
整

理
・
保
存
し
て
提
供
す
る
こ
と
が
大
変

重
要
ご
役
割
を
果
し
ま
す
。
そ
の
区
に

関
す
る
こ
と
は
国
立
や
稲
立
や
他
の
区

の
図
書
鵠
か
ら
も
と
め
る
こ
と
が
で
き

石
い
か
ら
で
す
。
こ
の
こ
と
口
特
別
区

塵
調
査
会
の
「
行
財
政
制
度
の
改
革
Ｌ

に
つ
い
て
の
答
申
を
み
て
も
わ
か
り
ま

す

。
十
三
頁
に
も
の
べ
て
い
る
よ
う
に
区

で
発
刊
さ
れ
る
す
パ
で
の
資
料
や
、
区

内
の
団
体
や
個
人
で
発
行
さ
れ
る
横
閲

読
が
績
極
的
に
集
め
ら
爪
る
よ
う
協
力

ｆ
豊
琲
ま
ず
。
Ｉ

こ
れ
か
ら
の
図
書
館
鳳
一
人
一
人
の

生
涯
塗
貢
の
湯
で
あ
る
と
同
時
に
．
今

の
あ
る
広
場
」
と
し
て
コ
ミ
三
一
イ
テ

ィ
の
中
で
大
き
ぽ
役
割
が
期
待
さ
れ
萱

す
。
ど
の
こ
と
ば
、
自
治
省
幸
務
次
官

一
通
達
「
コ
ミ
三
一
テ
ィ
（
近
隣
社
会
）

に
関
す
る
封
想
監
雲
細
Ｌ
（
昭
四
十
七
。

五
・
二
に
も
コ
ミ
三
一
イ
テ
ィ
に
彪

要
ぼ
施
設
と
し
て
例
示
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
分
か
り
ま
す
。

以
上
述
べ
だ
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
図

書
館
が
区
民
の
く
ら
し
に
果
す
役
割
は

益
々
菫
雲
に
ほ
っ
て
く
る
も
の
と
考
え

て

い

き

す

。

町
’
六
頁
の
登
録
苔
分
挿
図
を
み
て

も
空
白
地
域
が
あ
り
、
区
民
が
ど
こ
に

住
ん
で
い
て
も
公
平
ぼ
図
書
館
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
る
体
制
づ
く
り
や
、
区

民
の
雲
望
に
一
館
で
ご
た
た
ら
れ
唇
く

て
も
他
の
図
書
館
相
互
の
協
力
に
よ
っ

て
こ
だ
え
る
体
制
づ
く
り
等
底
さ
汎
昼

く
で
ば
ロ
リ
ヨ
せ
ん
。

図
書
館
は
区
民
に
利
用
さ
れ
区
民

に
支
持
さ
れ
て
ご
ぞ
発
展
し
ま
す
。
芝

れ
き
さ
さ
え
る
も
の
ば
魅
力
あ
る
壹
冨

な
本
と
そ
れ
を
区
民
に
結
び
つ
け
る

人
を
愛
す
る
職
員
豊
着
が
今
後
盗
々

必

要

で

す

。
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